


　　　【建造】 杉材搬入
　まず、船の航（かわら：底板のこと）の日向（弁
甲：べんこ）杉の材を用意しました。厚さは60～
75mmです。この材料は粘りがあるため曲げに
強く、釘効きも良いとされています。もちろん地
元の杉も建造に用いられたようですが、このた
びは、長年造船所の片隅に置いていて、大変良
く乾いていた日向杉を使うことにしました。周辺
部の白太の部分を切り落とし、中心に近い赤味
の部分を使います。 

　　　【建造】 矧ぎ合わせ
　航は最大幅が2mばかりあり、よほどの大木でない限り「一枚の板
で｣、というわけには行きません。数枚の板を横に並べて接合し航とし
ます。接合部から水が漏れないように接合面がぴったりと合わせられる
ように、薄いのこぎりで二枚の板を合わせて間を鋸で挽きます。『矧
（は）ぎ合わせ』という作業です。矧（は）ぎ合わせには専用の薄い鋸が
使われます。

　　【造船儀礼】 釿（手 ）始式（ちょうなはじめしき）
　造船儀礼は一般に、釿始め、航据祝、筒立祝、船卸し祝と船の建造段階に応じて行われま
す。川船のような小型の船の場合には、すべての儀式が行われることは無かったようですが、
私たちは船の建造を委員会全員で見届ける機会として各段階でその儀礼を再現することにし
ました。
　釿始式は、一番始めに行われるもので、船主、船頭、棟梁が出席して、建造に際しての祈りを
行います。

　　　　　　〈式次第〉

開式

修祓の儀

降神の儀

献餅の儀

祝詞奏上

清め祓いの儀

釿始めの儀

玉串奉奠

撤餅の儀

昇神の儀

閉式

板同士の接合には縫い釘という船釘を使
います。板の表面から斜めに溝と釘よりも
小さめの穴を鑿（のみ）で堀り そこへ釘を
打ち込みます。接合する両方の板から打
ち込みます。間隔はこのサイズの船では
20～24cmです。そして最後に木栓をしま
す。 

　次に、船底に柿渋をたっぷり
と塗ります。柿渋とは青柿が原
料で、昔から木・布・紙等の染
料・補強剤・防腐剤・防水剤とし
て、また医薬品として使われてき
ました。主成分は高分子のタン
ニンで、木への水の浸入を阻害
し腐食を防止します。

　　　【建造】 側板
　船の側板ですが、このサイズの船なら入手
可能であれば、一枚、無理であれば、今回のよ
うに二枚の板を矧ぎ合わせて造ります。そして
側板は大きく曲げたりねじったりして船側に
貼り付けます。船が大きいと一枚を船側に付
けて、さらにもう一枚を足す方法もあります。
側板は昔ながらの縫い釘を使って接合します
のでたくさんの穴を側板の内側に鑿で前もっ
て開けておきます。 写真は下側の釘の通り道
を開けているところです。

　　　【建造】 水押し、戸立て
　作業場を屋内に移し、図面に従っ
て航の形を整えます。
　水押とは文字通り、水を押す船首
の部材を言います。ある程度スピー
ドを出したい船や波浪中を走る船に
は先のとんがった水押の方が良いの
ですが、川船には製作の簡単さや積
載量を多くできることから板状の水
押が使われます。厚さは78mmの弁
甲杉で、さらに前面（外側）に見栄え
を良くするために欅の厚さ56mmの
化粧板を貼ります。普通は、水押しは
二本の通し釘（夫婦釘といわれます）
で航に固定されます。

戸立て（船尾の板：これを戸立てと呼ぶのが正しい
かどうか、難しいところですがとりあえずそう呼びま
す。）を取り付けたところです。戸立て（厚さ70mmの
弁甲杉）は船釘で固定します。

修祓の儀（しゅばつのぎ）儀式を執り行う場所を清めるため航の前後
左右に白紙を細かく切った切り紙と塩を撒いて回る

棟梁が航に釿を入れる、儀式のハイライトです

矧ぎ合わせ面には、水漏れしな
いように槙肌（まきはだ：杉や檜
の内皮を細かく砕き繊維状にし
たもの）で水を含むことで膨張
し板の間に入れる事で水止め
になります。

　　【造船儀礼】 航据の儀（かわらすえのぎ）
　8月2日の釿始式以来、順調に作業が進み、船底部に船首材（水押）と船尾材（戸立）
を取り付ける段階にきています。航据の儀はこの段階で行う儀式で、作業の無事と完成
を祈るため以下の通り行います。式次第は釿始式と同じですが今回は地元の湊神社の
宮司さんにおこし頂きました。｢昔はこのような儀礼によく来ましたが、今はヨットやモー
ターボートなどのレジャーボートのためたまに来るぐらいです｣とのこと。現代社会は快
適で安全ですが、ロマンスや畏れがなくなってしまいました。ほんの100年前までは
しっかりと社会に根付いて当然のことだったのですね。

和船の建造工程
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　　　【建造】 側板（棚板）の完成
　予め用意した展開図を考慮し2枚の板を矧ぎ合わせ、おとし釘で合わせ1枚としました。
　次に、表船梁（前部）、胴船梁（中央部）、艫船梁（後部）の3本の梁を用意します。梁は大きさは前後
が90mm、中央が90x150mmの角材です。
　そして側板に曲げや捩りを加えながら航、水押、戸立に合わせとおり釘で留めますが、船の底から
50cmの高さあたりで、側板を3本の梁で突っ張り、船の形状を整えます。これで船の原型ができあが
ります。側板（棚板）の補強のためそれぞれの船梁の両側にあばらという部材を付けます。
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　　　 【建造】 艤装
　舷側の上端部外側に鉢巻きのように補強のため檜または欅のこべりと雨よけをかえおり釘で付け
ます。また水押も補強と見栄えをよくするため厚めの欅板を張ります。戸立には櫓を使うことを考えて
檜か欅の角材で櫓べそを受ける櫓台を付けます。
　一方、前、後部は少し高い位置に床を、中央部は低めの位置に根太を置いて床を敷きます。
　そして、いよいよ、船の見栄えを決める屋形を取り付けます。屋形については比較的簡素で、取り外
しができればと考えています。屋根は布も良いかとも考えています。船の上からお城の景色を楽しもう
というのなら、屋根は邪魔なくらいですが、夏の強い日照りや雨の日のことを考えれば必要でしょう。
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　　　【建造】 船卸しの儀
　これで船おろし（進水）の儀式にかかることができ
ます。
　大きな船では、船体の基本構造ができた段階で筒
立祝という儀式が行われます。ほとんど船が完成して
いますので、船卸し祝までの日数は短かく、両方の祝
いをほぼ同時にする事もあったようです。
　筒立祝は船魂信仰に根ざし船体に『船魂を入れ
る』式で、造船儀礼の中でもっとも大切にされてきま
した。帆柱の支柱となる筒の下部に左右二つの穴を
開け、船魂納物（御神体）を入れ埋木をします。私た
ちは胴船梁を支える中央の束（鳥居）という部材に納
めます。流儀によって多少違いますが、夫婦雛、かも
じ、賽子二個、銅銭十二文などを納物とします。
　船卸しはいわゆる進水式で、他の儀礼とおなじよ
うに決まった手順で行われます。式の終了後には見
物に集まった人々には撒銭、撒餅の振舞いや船の建
造に携わった人々を労う宴などが催されます。
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〈日時〉
平成24年10月29日午前11時より

〈場所〉
オクムラボート（奥村造船作業場）

棟梁と技術継承に挑戦する若者の矧ぎ合わせの作業の様子です。

玉串奉奠

　　　【建造】船首部分の焼き曲げと柿渋の塗布
　航は船首部で少しそっているの
で、木をおもりで無理に曲げ、さらに
水をかけながら焼きます。そうする
とおもりを取り除いても曲げは残り
ます。木を曲げるには蒸し曲げがよ
く使われますが、蒸し曲げには少し
ばかり道具など手間暇がかかりま
すので、曲げがそれほどでもない今
回はこれでいけます。

さあ、今から二枚の板を釘で継ぎ合わせます。

側板の厚さは40mm位ですが、長さは12mの材を使いまし
た。最近ではこのような長尺物は需要がないため、入手が
難しいです。

〈日時〉平成24年8月2日午前11時より

〈場所〉オクムラボート（奥村造船作業場）
　　　  姫路市的形町的形0903


